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近畿地方整備局足羽川ダム工事事務所

足羽川ダム建設事業地周辺でクマタカのヒナが誕生しました

足羽川ダム建設事業環境影響評価書において、環境保全措置の対象に選定されたクマタ

カのモニタリングをしていたところ、工事継続中においても、新たに２箇所でヒナの誕生が確

認されましたので、お知らせします。

１．確認に至った経緯

今回、６月２０日に２箇所でヒナを確認。

なお、４月２３日にも別の箇所で確認している。

２．現在実施中の環境保全措置

「足羽川ダム環境モニタリング委員会」の専門家より指導及び助言をいただき、工事におい

て以下の環境保全措置を実施している。

・繁殖状況を踏まえ、施工予定の変更や工事期間を調整。

・騒音レベルを低減するため、工事関係車両が停車中はアイドリングストップを実施。

・建設機械の稼働に伴う騒音・振動の発生を低減するため、低騒音・低振動型建設機械を

採用。

・作業員や工事車両が営巣地付近に不必要に立ち入らないよう制限し、車両の材質や服

装の色に配慮。

３．今後の対応

・引き続き、「足羽川ダム環境モニタリング委員会」にて専門家の指導及び助言を得ながら

生育状況の監視を行う。

・工事の実施による負荷を最小限にとどめるための措置を継続して実施する。

４．足羽川ダム建設事業に係る環境影響評価について

足羽川ダム建設事業は、環境影響評価法に基づき、当該事業による環境への影響を

予測・評価し、環境保全措置等を検討して、平成２５年２月に環境影響評価書の公告

・縦覧を行いました。



環境影響評価書を受けて、工事前・工事中・供用後に実施する環境調査や環境保全

措置等の内容について、専門家の意見を伺うことを目的として、「足羽川ダム環境モニ

タリング委員会」を平成２６年３月に設立しました。
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